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図
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録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
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す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
プ
リ
ン
タ　

▽
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
ハ
ー
フ

セ
ッ
ト
）
▽
虫
か
ご　

▽
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
・

ガ
ス
コ
ン
ロ
（
都
市
ガ
ス
用
）
▽
小
動
物
用

ケ
ー
ジ　

▽
学
習
机
（
い
す
付
）
▽
食
器
棚

▽
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
（
い
す
４
脚
付
）

▽
地
球
儀　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
精
米
機　

▽
自
転
車
（
大
人
用
・
子
供
用

・
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
）
▽
バ
イ
ク
（　
　

）

▽
卓
上
ミ
シ
ン　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

▽
家
庭
用
小
型
耕
運
機　

▽
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

（
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
）
▽
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト

▽
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト　

▽
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晶
テ
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一
眼
レ
フ
・
フ
ィ
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　市制施行60周年を迎えた行田市の魅力を再発見できる
「行田ものしり博士クイズ」。
　全問正解者の中から毎月抽選で、市内で採取した行田の
おいしい水「古代蓮の雫」1ケース（500 mlペットボト
ル24本入り）を1人に、郷土博物館と古代蓮会館の入館
券（各2枚）をセットにして5人にプレゼントします。ク
イズに答えてあなたも行田ものしり博士になりましょう。

問１　足袋作りの実演を見ながら足袋にまつわる歴史が学
べて、オリジナル足袋作りもできる、平成17年にオー
プンしたNPO法人ぎょうだ足袋蔵ネットワークが運営
している施設の名前は？

　Ⓐ足袋の歴史の博物館　　Ⓑ足袋とくらしの博物館　　
Ⓒ足袋と昭和の博物館

問２　行田の足袋産業は昭和13年に最盛期を迎えました
が、当時全国生産の約何％を占めていたでしょう？

　Ⓐ25％　　Ⓑ50％　　Ⓒ80％

問３　行田の郷土料理には小麦粉を溶いて焼いたフライの
ほかに、おからを原料とした食べ物がありますが、それ
は何でしょう？

　Ⓐゼリービーンズ　Ⓑコーヒーゼリー　Ⓒゼリーフライ

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号を明
記し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行田ものし
り博士クイズ9月号」係。

 【はがき】〒361－8601行田市本丸2－5 
 【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通
▶締め切り　9月30日（水）（必着）
▶そ の 他　全問正解者多数の場合は抽選とします。当選

者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきま
す。「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送付します。
なお、正解は市報ぎょうだ11月号で発表します。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

 「行田ものしり博士クイズ」7月号の正解
 【問１】Ⓐだんべ踊り  【問２】Ⓑ足袋蔵まちづくり
　ミュージアム  【問３】Ⓑ三重県・福島県
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行田地区労働学院受講生募集

▶時　　間　午後6時30分～8時30分
▶場　　所　商工センター403研修室
▶対　　象　勤労者、使用者など
▶定　　員　各日40人
▶受 講 料　無料
▶申し込み・問い合わせ　商工観光課商工担当（内線383）

期日 テーマ 講師

10月14日(水)  厳しい雇用・労働環境を
 生き抜く知的生活設計

 倉山郁一さん
 (経済ジャーナリスト)

10月21日(水)  アップデート就業規則  矢部喜明さん(弁護士)

10月27日(火)
 ワーク・ライフ・バランス 
 による職場活性化で不況を 

 突破する!!

 渥美由喜さん
 (㈱東レ経営研究所 

ダイバーシティ&ワーク 
ライフバランス研究部長)

※「会員」とは行田商工会議所会員を示します

▶場　　所　行田商工会議所会議室（商工センター内）
▶時　　間　午前9時～正午
▶申し込み　電話またはFAXで行田商工会議所。FAXの場
　　　　　　合は、住所、氏名、電話番号を明記のこと。
▶問い合わせ　行田商工会議所会員サービス課☎556-4111
　　　　　　FAX556-0059 ホームページhttp://www.
　　　　　　gyoda-cci.or.jp/

コース 期　日 定員 受講料 テキスト代

パソコン入門コース
(Windows Vista)

  9月28日（月）
 ・29日（火）

各8人

（先着順）

6,000円
（会員は4,000円） 530円

インターネット・
E メール入門コース

  9月30日（水）、
 10月1日（木）

6,000円
（会員は4,000円） 530円

ワード 2007
基礎コース

 10月6日（火）
  〜8日（木）

9,000円
（会員は6,000円） 530円

エクセル 2007
基礎コース

 10月14日（水）
 〜16日（金）

9,000円
（会員は6,000円） 530円

ワード 2007
応用コース

 10月19日（月）
 ・20日（火）

9,000円
（会員は6,000円） 525円

エクセル 2007
応用コース

 10月22日（木）
 ・23日（金）

9,000円
（会員は6,000円） 525円

行田商工会議所パソコンセミナー


